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植物ライフサイクルの遺伝的解剖を!
東京大学･農学部　長　戸ノ康　郎
最近､植物の発生遺伝学が流行っている｡日
本は大体遅れている方なのでまだそうでもない
が､外国では非常に活発になりつつある｡中で
も､花の形態形成については上場貢的進んでいて､
ごく一部ではあるがいくつかのホメオティック
遺伝子が単離されている｡しかし､依然として
発生過程の遺伝的構造についてはほとんどブラッ
クボックスの中にある｡確かに､植物が個体レ
ベルで示す動的な側面一分化､形態形成､相転
換､環境変動に対して示す可塑性など-は知的
興味をそそるものである｡全発生過程の遺伝的
な機構を明らかにすることは生物学的にも面白
′ー　　いし､応用的な側面からみても非常に重要であ
ると思われる｡それは植物の発生過程の遺伝的
制御の可能性をもたらすものである｡この分野
は日本でも何年聞かのタイムラグの後に1つの
主要な分野になると予想される｡
ところで､植物の発生過程-ライフサイクル-
植物ライフサイクルの遺伝的解剖を!
日本の農学の二つの道--
イネ葉からの窒素転流とグルタミン合成酵素
平成4年度共同利用研究等の紹介
はいくつかの素過程に分解して考えることがで
きる｡これはその方が扱い易いためではない｡
発生過程そのものが一様な連続的なものではな
く､その中に発育プログラムの転換によると思
われる節目となるような段階があるからである｡
興味はライフサイクルを進める上でキーとなる､
遺伝子発現プログラムの変換構造を明らかにす
ることである｡即ち､ライフサイクルを節目節
目で遺伝的に解剖しようと言うわけである｡遺
伝子発現(発育プログラム)という観点からみ
た場合､ライフサイクルの中で重要な現象を列
記すると次のようになるであろう｡受精､膝発
生､発芽､栄養生長期におけるjevenile phase
からadult phaseへの相転換､花芽誘導､花の
形態形成､配偶子形成､自家あるいは交雑不和
合性｡ここではこのうち肱発生､栄養生長期に
おける相転換､花の形態形成について簡単に触
れる｡
=　東京大学･農学部　長戸　康郎
岡山大学･資源生物科学研究所　武田　和義
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腫発生は植物の基本的なオーガニゼーション
が確立される過程であり､その重要性は言うま
でもない｡イネ科は発達した膝を持ち､陸の中
でシュート､根は完全に分化している｡肱発生
の材料としては好都合であるoさて､シュート
と根が分化する過程でどのような制御が働いて
いるであろうか?まず､受精卵から正常な腫発
生への経路を進まなければならない｡即ち､カ
ルス的な増殖あるいは器官分化をしない増殖で
はなく､膝としての極性を確立し､腫全体での
器官分化を行う発生経路を選択するのである｡
このときに発現する遺伝子(群)は発生過程に
関与する遺伝子群のなかで最も上流に位置する
ものと言える｡この遺伝子は腔全体の分化に関
与するものであるが､肺の中のシュート､根そ
れぞれの分化決定に関与する遺伝子も当然考え
られる｡分化決定の後には当然形態形成が正常
に行われるように遺伝子が発現する｡この場合
にも少なくとも2つのレベルでの制御が行われ
ている｡シュートでは基本的なオーガニゼーショ
ン(生長点の構造､薬序､葉間期など)の確立
と個々の構成要素(葉の形態､維管束など)の
確立であるo腫発生での他の制御機構として考
えられるものとして､位置(極性)及び大きさ
の制御がある｡位置についても､腫全体での位
置情報(極性)の確立の問題と局所的な位置情
報の確立の問題があるr.即ち､腫全体での分化
位置の制御と個々の器官の位置の制御である｡
大きさについても､陸全体の大きさと､構成器
官それぞれの大きさの制御が区別されるであろ
う｡
既に我々はイネでこのような制御機構に関与
すると考えられる突然変異を得ている(図)｡
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図　腫発生における遺伝子カスケードのモデル.
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odmlやodm21などは器官分化をしないに
も拘らず､野生型のものが器官分化を始める大
きさよりもはるかに大きく′なる｡このことは致
死遺伝子､ -ウスキーピング遺伝子によるもの
ではなく､発生経路の決定に関与する遺伝子の
突然変異によることを示唆している｡一方､
odm22では根は正常に出来るが､シュートが
全く形成されない｡シュート分化の決定だけに
関わる遺伝子の突然変異によるものであろう｡
形態形成に関与する遺伝子のうちodm5では茎
頂の構造､葉間期､葉序､葉の構造などシュー
トのオーガニゼーション全体が異常となってい
る｡それに対し､シュートの一部だけに関係す
る遺伝子､例えば葉の中肋の分化だけに関係す
るもの(dl)や菓耳､葉舌の分化に影響するも
の(1g)も既に兄いだされている｡このように
シュートの形成にもその全体の構築に関与する
遺伝子と構成要素の1つにだけ関与する遺伝子
を区別できる｡
位置や大きさの制御についても同様なことが
見られる｡ odm14ではシュート､根ともに分
化位置が先端方向へ移動する｡恐らく腫全休の
位置情報が変わったためと考えられる｡しかし､
odm37ではシュートの位置だけが先端方向へ
移動する｡大きさに関しても､ odm16は野生
型の1/3程の膝になるが､シュートや根など構
成器官の全てが縮小している｡一方､ odm40
という突然変異では､肱盤のみが大きくなり他
の器官の大きさは野生型と変わらない｡
このように､膝発生でのそれぞれの制御機構
における遺伝子発現には明らかにヒエラルキー
構造が認められる｡即ち､遺伝子カスケードの
上流で発現し､全体の基本的な構造に対して影
響を及ぼす遺伝子と､より下流で発現し､部分
的な修飾に関与する遺伝子である｡勿論､上に
述べた遺伝子以外にも重要なものがあると思わ
れる｡今後､更に多くの突然変異について表現
型を解析し､その野生型遺伝子の機能を明らか
にすることによって､腫発生の遺伝的制御機構
の全体像を理解することができると思われる｡
発芽後の植物の生長は栄養生長と呼ばれ､同
じ基本的な単位の繰り返しであるように見える｡
しかし､多くの木本植物では生育初期と後期で
は葉の形態が明らかに違うなど形態的な変化が
認められる｡トウモロコシでも栄養生長期にお
ける形態的､生理的変化が明らかにされている｡
このようにいくつかの植物では栄養生長期にお
けるjuvenile phaseからadlllt phaseへの相転
換現象が知られている｡イネでは幼帝という言
葉はあるが､栄養生長期における相転換に対応
した概念ではないし､そのような現象すう明ら
かではない｡しかし､一部の植物だけで相転換
が起こることは考えにくいし､栄養生長の間に
発育プログラムが変化することは十分考えられ
る｡
栄養生長期における相転換の遺伝的解析はト
ウモロコシでアメリカのPoetigによって始め
られているだけで､今のところ遺伝的な機構は
ほとんど明らかになっていない｡栄養生長期に
おいて遺伝子発現の大幅な転換が起こっている
とすれば､ライフサイクルの一つの重要な節目
ということになり､発生遺伝学的に重要な研究
対象となる｡
そこで､我々はイネでも栄養生長期における
相転換が存在することを信じて､相転換を反映
するような遺伝子発現の変化があるかどうかを
突然変異体などを使って調べてみた｡ある突然
変異では発芽後約-カ月まではシュートの形態
異常がみられるが､その後はほぼ正常な表現型
に戻る｡また別の突然変異では逆に数葉期まで
は正常な幸の形態を示すが､その後突然変異型
の表現型が現れてくる｡更に､いろいろな品種
で葉の低温抵抗性を調べてみると､第2､ 3薫
よりも第6､ 7葉の方が明らかに強い抵抗性を
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示す｡これまで調べた形質は互いに直接関係の
ないものであるにもかかわらずほぼ同じ頃に表
現型の変化を示すことは､栄養生長期の中に遺
伝子発現の大幅な切り替えの時期が存在するこ
とを強く示唆している｡
イネにおける相転換については依然として不
明な点が多い｡またこの意義についても十分に
は明らかでない｡しかし､恐らくこの相転換は
その後の生殖生長への転換にも影響すると思わ
れ､イネの発生過程の時間的制御の面で重要で
あろう｡
花の形態形成については､近年Arabidopsis
とキンギョソウでホメオティック突然変異を対
象に猛烈に研究が行われ､既に2､ 3の遺伝子
がクローニングされている｡このような状況の
中でイネの花の形態形成を研究する意味は余り
ないように見える｡しかし､ホメオティック遺
伝子は花の形態形成のかなり後期で発現する遺
伝子であり､花のオーガニゼーションそのもの
の決定機構については全く明らかになっていな
い｡しかも､双子葉植物と単子葉植物(イネ科)
は系統発生上非常に古く分かれた分類群であり､
多くの形質で基本的な違いがみられる｡従って､
花の形態形成のメカニズムも異なっている可能
性がある｡イネ(料)の花を材料に花の形態形
成を調べることのもう1つの意味は､イネ(料)
が非常に進化(特殊化)したグループであり､
花の構造についてもより原始的なグループと多
くの点で異なっていることである｡このことは
進化に伴う遺伝子発現の変化を調べる上で良い
材料であることを示している｡以上の3つの理
由から我々はイネの花の形態形成の遺伝的メカ
ニズムを調べることにした｡他には良い方法が
ないので突然変異を作ることから始めている｡
現在､約20の突然変異を得ているが､その内8
個は花のオーガニゼーションが異常になったも
のである｡ある系統では穎花の中の外穎側の半
分は正常であるが､内穎側の半分では雄蕊が全
くできず鱗被あるいは穎状のものが複数生じた
り､雌蕊も複数できたりする｡イネの花の諸器
官は､ Arabidopsisと同様に､輪生となってい
る｡しかし､この突然変異は茎頂からの放射状
の位置情報だけでなく､内穎一外穎方向の位置
情報も存在していることを示している｡花につ
いてはまだ研究を始めたばかりであり､積極的
に何かを言える状況ではない｡しかし､シュー
トや根が遺伝的に非常に保守的であるのに対し､
花の場合は進化的にも変異に富んでおり､また
環境条件による形態的変化も著しい｡この点で
栄養器官を対象としたときとは別の面白さがあ
る｡
極めて不十分な形でイネの発生過程の一部に
っいてこれまで書いてきた｡要する古手､発生現
象の遺伝的な解析は今後ますます発展する分野
であろうし､色々な観点からアプローチするこ
とができて面白い｡最近､分子生物学者が植物
の発生に興味を持ち始めているのもうなずける｡
日本の農学の二つの道
岡山大学･資源生物科学研究所　武　田　和　義
学問の階級性などという難しい議論はともか　のニーズに応じた研究の栄枯盛衰が認められるo
くとして､農学のような応用科学に時代性や地　ある時期における我が国のイネやカイコに関す
域性があるのは当然であり､そこにはそれぞれ　る研究が世界的にみても高い水準にあったのは
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その一例である｡
一国に都市と農村があるように､世界には都
市的国家と農村的国家とがある｡産業構造､人
口構成､食糧自給率などを指標として見ると､
シンガポールやバチカンは典型的な都市的国家
であり､農村人口が8割に達する中国は農村的
国家と言えよう｡
我が国では第二次世界大戦後､食糧増産に対
する緊急な要請を背景として､ほとんどすべて
の新制大学に農学部が設置され､農学の教育･
研究が盛んに行われてきたが､明治維新後の大
きい流れでみれば､国家の性格は一貫して都市
化しており､今や､食糧自給率は30%を割ろう
としている｡近代化に伴って農業人口の比率が
低下するのは必然であり､むしろ好ましいと言
えるが､人口が1億2千万を越える"大国"の
食糧自給率が極端に低下するならば､それは世
界の食糧需給に対して､時に大きな圧力ともな
ることを指摘しておきたい｡
ともあれ､都市的国家において農学研究に対
するニーズが低下するのは当然であり､このよ
うな状況に対して農学の教育･研究に携わる側
からの主体的な対応が求められている｡
その対応策の一つは､農学の守備範囲を従来
の実学的な農業の科学から､より理学的な生物
の科学にシフトさせることである｡各大学にお
ける農学部改組の中身は多少ともこの点を意識
しているように見受けられる｡また最近､東北
大学と岡山大学において､それぞれの農学部よ
りも古い歴史を持っ農学系の研究所がその所名
から"磨"の字を消し去ったことはその象徴と
言えよう｡
近年における生物科学の広がりは､わずか数
講座で構成されている理学部生物学科でカバー
するには大きすぎ､そのような情勢を反映して
工学部にも生物系の学科が新設されっっあるが､
近い将来､農､理､工学部の生物系学科を統合
した生物科学部と呼ぶべき組織が構想される｡
その中で､特に高等植物にかかわる分野では農
学系の研究者が中核的な役割を果たすことが期
待される｡
医学が医療技術の学問から生命の科学へと展
ノ開したように､日本の農学の一つの進路は農業
生産技術の学問から生物の科学へと展開する道
である｡
もう一つの道は言うまでもなく本来の意味に
おける農学を志向する道であるが､都市的国家
である日本の農学が目指すものは国内の農業生
産だけを意識した学問ではなく､グローバルな
視点における生物生産の科学でなければならな
い｡
一般に､人口が増加すると農耕に不適な地域
における農業生産を拡大さぜるを得なくなるが､
そのような地域を多く抱える発展途上国には経
済的余裕も学問的蓄積も少ないから､我が国の
政肘および農学者が果たすべき役割は大きい｡
最近､国連平和維持活動に人的にも貢献すべ
し､という議論があるが､紛争が始まってから
危険をおかして仲裁に行くよりも､世界中､特
に第三世界の人々がひもじい思いをしなくても
すむように､日本の農学者が不断に貢献するこ
とを考える方が良い｡
戦前･戦中における我が国の対外政策に対す
る反省から､戦後の日本人は万事にあまりにも
内向きになり､農業技術の分野においてもJICA
や農水省熱研などを通じた細々とした協力を除
けば､日本の農学研究者が世界の農業に果たし
ている役割はその学問的水準の高さから見れば
余りにも小さいと言わざるを得ない｡米国が中
心となってフィリピンに設立した国際稲研究所
などは日本が丸抱えしても良かったのではない
か?
我が国の若い農学者に世界を意識させるため
には､まず教師が外向きな問題意識を持たなけ
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ればならない｡かつて筆者が滞在した米国アイ
オワ州立大学農学部にはFeed the world !とい
う標語があった｡
多肥多収型の増産技術(育種を含めて)は気
象条件に恵まれ､肥料も農薬もふんだんに使う
ことのできる先進諸国では有効であるが､人類
に残された未利用の土地は､温度､水､土質､
地形など様々な要因にトラブルをかかえており､
肥料や農薬はおろか､簡単な動力機械の購入も
ままならぬ状況が少なくない｡ lowinput
sustainable agriculture (省資源持続型農業)
をキーワードとして､このよ･うな低生産性地域
に有効な農業技術を確立できるかどうかが人類
の生存にとって重要な鍵となるであろう｡
近年､このsustainability (持続可能性)が
やかましく言われるが､工業などに比べて農林
水産業は元々sustainableな営みであり､それ
故に数千年にわたって人類の衣食住を支えるこ
とができたという事実を忘れてはならない｡多
肥､多農薬､重機械化の資源消費型農業が普及
してきたのは第二次大戦後､しかも先進諸国だ
けのことと言って良い｡
しかしながら､過去50年間で倍増し､次の40
年間でふたたび倍増するとみられている世界の
人口を養うためには食糧の絶対量を確保する事
が先決であるから､コストパフォーマンスある
いは環境保全の観点だけからlow inputを追求
する訳には行かず､自然条件に恵まれたいわゆ
る穀倉地帯ではhigh input, high returnの農業
によって食糧の増産をはかる必要がある｡
従って､世界的にはlow inputで一般に生産
力の低い農業とhigll inputで生産力の高い農
業とが､またlowcostの農業と我が国のよう
に生産力は高いが地代や労賃が高いために
high costの農業とが､いずれも並存して行か
ざるをえないので､国家間の弱肉強食が激化す
ることを避ける英知と工夫がなければならない｡
我が国の場合も近視眼的な経済合理主義によっ
て農業の生産基盤を破壊してしまうようなこと
があってはならない｡
将来､食糧および資源と並んで環境問題がま
すます重要になることは多言を要しない｡農業
土木､砂防工学などのハードの面はもちろん､
植生による水土保持､光合成による二酸化炭素
の固定､微生物を利用した水質浄化なども生物
を通じた環境管理のソフトの面において､都市
的国家における農業および農学は独自の役割を
果たすことが期待される｡
このように､好条件下における生産性を更に
高めると共に､ストレス環境下における省資源
持続型農業と近未来の環境管理を志向した新た
な農学の体系を確立できるかどうかが農学プロ
パーの存在意義を決めると言って良い｡ 21世紀
の農学､それはSave the world !のためにある｡
イネ葉からの窒素転流とグルタミン合成酵素
イネの老化過程では､上位葉や穂などのシン
ク組織を構成する窒素の6割以上が老化葉から
の転流窒素に由来していることが､垂窒素を用
いた研究で明らかにされている｡インセクトレー
ザー法で集められたイネ綜管液の分析から､主
要な窒素の転流形態はダルクミン(Gln)とアス
東北大学･農学部　　山　谷　知　行
パラギン(As°)であることが判明しており､こ
のAsnもGlnから合成される｡一方､イネ葉
では､生育時期を問わずグルタミン酸(Glu)が
主要な遊離アミノ酸である｡従って､老化葉か
ら窒素が転流する際には､ GluからGlnへ変換
される必要がある｡この変換に､ブルタミン合
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成酵素(GS)の関与が期待されるが､その詳細
は不明であった｡
GSは､無機態NH.十とGluからGlnを合成
する反応を触媒する｡イネをはじめ多くのC3
植物葉では､葉緑体ストロマに局在するGS2
(44KDサブユニットの8量体)とサイトゾル
に存在するGSl(41KD8重体)の2種類のア
イソザイムがあり､それぞれホモロジーは高い
が異なる核遺伝子にコードされている｡イネ葉
においてGSが関与する局面は､ 1)光呼吸窒素
代謝系でミトコンドリアから放出されるNH4+
の再同化過程でのGln合成､および2)主要な
窒素転流形態であるGln合成の二つが主とし
てあげられる｡ GS2は､イネ葉の全GS活性の
8割以上を占める主成分のアイソザイムである｡
GS2欠損のオオムギ突然変異体を用いた研究等
から､ GS2は光呼吸窒素代謝系において主要な
役割を担っていると考えられている｡しかし､
この変異体は光呼吸のおこらない環境では正常
な生育を示すことから､植物の基本的な生育や
発達におけるGln代謝には､ GSlが中心的な役
割を担っている可能性が示唆される｡以上の背
景をふまえ､イネにおけるGSlの役割を解析
する事を試みた｡
1)イネGSl ･ GS2cDNAの構造と形質転換体
による遺伝子発現の解析
1989年に､京都府大のTakeba等のグル-プ
によりイネのGSl並びにGS2のcDNAがクロー
ン化され､それらの塩基配列が報告された(1)｡
ヌクレオチド配列及び推定されるアミノ酸配列
の相同性は､それぞれ70%及び77%と高く､コー
ド領域は極めて類似した構造の遺伝子であるこ
とが示された｡彼らは､ GSlのゲノミッククロー
ンを得た後､プロモーター領域を含む5'上流の
2-kb断片をβ -glucuronidase(GUS)遺伝子
に接続し､ Agrobacterium tuTnefaciens (LBA
4404)を介してタバコ葉片にこのキメラ遺伝子
を導入して､変質転換体を得た｡ GUS活性を
指榛にイネGSl遺伝子の発現量を解析したと
ころ､形質転換タバコの下位葉でタンパク質当
たりの活性が高い結果が示された(2)｡また､
NH4+溶液中で葉片のGUS活性が高まること
一から､この2-kb断片にcis-acting element
が含まれていることを示唆した｡一方､エンド
ウ根粒サイトゾル型GSと重縁体型GS2のゲノ
ムDNAがCoruzzi等のグループによりクロー
ン化され､ GSプロモーター+GUS遺伝子が導
入された形質転換タバコでの組織特異的な発現
が検討された(3)｡その結果､サイトゾル型GS
プロモーターは鯨部で､またGS2プロモーター
は葉緑体を含む細胞において､ GUS遺伝子が
特異的に発現していた｡以上のGSに関する分
子生物学的研究から､ 1)葉のGSl ･ GS2は類似
しているが異なる核遺伝子にコードされている
異なるタンパク質であること､ 2)GS2の役割は
光呼吸窒素代謝系におけるGlnの合成である
こと､ 3)GSlは老化葉で強く発現しており､ま
た4)筋部組織で発現する結果から､窒素の転流
に深く関わっている可能性等が示唆された｡し
かし､タバコにはGSlは存在しないことが報
告されており､導入されたプロモーターが正し
く制御されているかどうか問題が残る｡また､
多くのタンパク質の発現の制御は転写段階と考
えられているが､ GS遺伝子に関しては情報量
が極めて限られている｡これらの点に関して得
られた私達の最近の結果を､以下に紹介する｡
2)イネ着生葉の老化過程におけるGSタンパ
ク掌･ GSmRNAの挙動(4)
ガラス室で水耕法で育てたイネ(ササニシキ)
主梓の止葉(第13葉)が完全展開した時を基準
に､第12葉身を枯死するまで経時的に収穫した｡
葉緑体に局在するRubisco･Fd-グルタミン
酸合成酵素(GOGAT)､ミトコンドリアのNA
DH一グルタミン酸脱水素酵素(GDH)､それに
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葉緑体GS2とサイトゾルGSlの老化に伴う量
的変動を､それぞれ特異抗体を用いたimmuno
blot法で解析した｡なおGSタンパク質の検出
には､イネGS2抗体を用いた｡その結果､新
鮮垂当たりのGSlタンパク質は､老化の-7
日から0日にかけて約2.5倍に増加後､老化過
程ではその増加したレベルをほぼ一定に保って
いることが明らかとなった｡一方､ GS2タンパ
ク質量は､ Rubisco ･ Fd-GOGAT ･ NADH-
GDH･可溶性タンパク質や全GS活性とほぼ
同様の速度で老化の進行とともに減少した｡こ
れらの結果は､老化葉の窒素をGSlが窒素の
主要な転流形態であるGlnに変換している可
能性を示唆する｡ GSl ･ GS2mRNA量は､ poュ
y(A)+RNAを用いた無細胞翻訳系/免疫沈降
法､並びにイネGSのcDNAヌクレオチド配列
(GSl: +318-+3384､ GS2: +486-+502)に
従って合成したオリゴヌクレオチドをプローブ
に用いたNorthernblot法により定量した｡そ
の結果､ poly(A)十RNAあるいは全RNA当た
りに占めるGSlmRNAは老化の進行に伴い徐々
に増加したが､ GS2mRNAは老化28･42日を
除くとほぼ一定であることがわかった｡以上の
結果は､イネGSlプロモーター導入タバコと
頬似していた｡･
3)イネ葉の先端から基部におけるGSタンパ
ク掌とGSmRNA量の分布(5)
イネ葉身には､先端から基部へと約一週間の
aga gradientがあり､また横断面あたりの維
管束数も異なっている｡ GSのタンパク質と
mRNAの関係を､より詳細に検討する目的も
含め､老化の前･中･後期(0､ 15､25日)の
第13葉身を基部から2cm間隔に細断して解析
した｡なお､存在量の少ないGSlタンパク質の
正確な定量のため､イネGSIcDNAから推定
されるアミノ酸配列でGS2と相同性の無いN
末端から17残基のペプチドを合成し､これに対
する特異抗体を作製した｡新鮮重当たりのGS
lタンパク質は､葉身の中央部で最大値を示し､
また基部や先端部でもその50%は検出された｡
老化の前期と中期はほぼ同程度であり､後期の
各葉片でやや減少していた｡従って､ GSlタン
パク質は老化組織で特異的に発現しているので
はなく､むしろ維管束系の分布に類似した分布
を示した｡一方､ GS2タンパク質はRubisco ･
Fd-GOGATと同様に薫身の先端部に多く分
布しており､老化に伴ってその大部分が消失し
た｡全RNAに占めるGSl ･GS2mRNAの割
合をslot blot/Northern blot法で求め､ GSl ･
GS2タンパク質量の変動と比較したところ､老
化の全ての時期において両者の挙動は一致して
いなかった｡ GS遺伝子発現の調節を今
後詳細に検討する必要があるが､イネ葉の老化
過程においては転写後の調節を受けている可能
性が示唆された｡
4) GSlタンパク質の維管束系局在(6)
GSlの組織内局在性を明らかにする目的で､
tissue print immunoblot法を用いて解析した
(図1 )｡抗GSl特異抗体を用いた結果､ GSl抗
原の存在を示すシグナルは大維管束および小維
管束系のみに特異的に分布していた｡.大維管束
系の中では､木部を除く全ての筋部延長部､節
菅要素にGSlが分布していた｡この維管束系
に特異的な分布は､葉身の中央部･基部あるい
は老化の時期にかかわらず観察された(図2 )｡
一方､ GS2 ･Fd-GOGAT ･NADH-GDHタ
ンパク質は葉肉細胞のみに分布しており､老化
/の進行に伴ってこれらのシグナルは減少してい
た｡
5)まとめ
役割の不明であったGSlに関して､エンド
ウサイトゾル型GSが形質転換タバコの筋部で
発現していることを示した分子生物学からのア
プローチと､イネGS】タンパク質が維管束系に
-8-
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Fig.1 Tissue prlnt immunoblot 一ocalization
of GSl,GS2.Fd　-GOGAT′and NADH　-
GDH in the middle regl0n Of the13th leaf
blade of rice. (b,buHiform ceH; lvb,large
vascufar bundle; mc, mesophyll cell; svb,
smaJI vascular bundle).
局在しているタンパク質側からの事実から､窒
素転流に密接に関係していることが､ほぼ明ら
かとなった｡またイネ葉のGSは､老化過程に
おいてはGSmRNAの転写量による直接的な調
節を受けていない可能性が示された｡今後､ G
/ S遺伝子発現の制御に関する詳細な研究が必
要である｡なお､ sink組織でのGlnからGlu
の再変換機構も大変興味深く､現在NADH-
GOGATに焦点をあてて研究を進めている｡
1 ) Sakamoto et al. 1989)plantMoI Bi01 13:
611
2) Kozaki et al. (1991)Plant Cell Physio1
32:353
3 ) Edwards et al. (1990)proc Natl Acad
Sci USA87:3459
4 ) Kamachi et al. (1991)Plant Physi0196:
411
5 ) Kamachi et al. (1992)Plant Physiol
in press
6 ) Kamachi et al.(1992) plant PhysioI
submitted
Fig.2　Tissue prlnt lmmunOblot tcalization
of GSl in thebasa=･egl0n Ofthe13th leaf bra
deof rice. (lvb, large vascular bundle;svb,
small vascular bundle).
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平成4年度共同利用研究等の紹介
平成4年度のワークショップは2課題が､共同利用研究は9課題(計画研究2課題･一般研究
7課題)がそれぞれ採択され新年度からスタートいたします｡以下にワークショップの名称､共
同研究課題､申請者及び共同研究者を紹介します｡なお､ワークショップの内容については次回以
降に紹介します｡ (採択番号順)
◎ワークショップ
真核微生物の環境応答と遺伝子発現
吉田和夫◆ ･広島大理
開催予定期日　平成4年7月13日～7月14日
植物の形質発現と環境適応機構
河野昭一■ ･京都大理
開催予定期日　平成4年11月19日～11月21日
◎共同利用研究
(計画研究)
土圏ミクロ･コスムにおけるファージ特異性遺
伝子､ヒ素耐性遺伝子の細菌間分布
富樫二郎一･山形大農､若尾紀夫･岩手大農､
菊本敏雄､服部勉･東北大通生研
植物の形質発現と適応機構の分子遺伝学的解析
河野昭一'､寺内良平･京都大理､平塚明･東
北大理､石栗義雄･東北大通生研
(一般研究)
植物と病原性糸状菌の相互作用に及ぼすUV-
Bの影響
一植物におけるUV-B導入蛋白の活性解析一
本Ef]雄一'､柴田均･島根大農､熊谷忠･東北
大通生研
編　集　後　記
本号をお届けするころは､仙台も桜の季節を
向かえ､新年度がスタートいたします｡新しい
年度の研究も確実な歩みとなりますよう望んで
おります｡
4年度に実施される共同利用研究等が採択さ
れましたので､紹介いたしました｡
本センター通信は､センターの活動状況の他
に遺伝生態という新しい学問分野をめぐる国内
外の研究上のトピックス､意見､書評など多様
な内容で構成しております｡皆様のご投稿をお
願いいたします｡
イネに対する極性遺伝子導入の試み
佐野浩● ･秋田県立農業短大､亀谷寿昭･東北
大過生研
植物病原微生物のプラスミドの性状および環境
微生物遺伝子DNAの検出方法に関する研究
江原淑夫暮､羽柴輝良･東北大農､遠藤銀朗､
石橋良信･東北学院大工､菊本敏雄･東北大通　　tJ
生研
Uv-B光の増加とイネの繁殖様式
佐藤洋一郎◆ ･国立遺伝研､佐藤雅志･東北大
通生研
根の水分屈性発現機構とその生態的意義
石原邦●､平沢正･東京農工大農､菅洋､
高橋秀幸･東北大通生研
光環境に応答して変動する植物代謝と形態形成
との間の相関関係
岩村倣●､篠崎兵輝･京都大農､高橋秀幸､
菅洋･東北大通生研
アズキ在来品種間にみられる環境適応と生態分
化
寺井謙次◆ ･秋田大教育､丸山純孝･帯広畜産
大､庄司舜一･東北大通生研
*申請者
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